
　6月10日～6月12日、13人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

風
し
ん
予
防
接
種
事
業
に
つ

い
て

質
問  

風
し
ん
は
妊
娠
初
期
の
妊
婦
に

感
染
す
る
と
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
と
呼
ば
れ
る
障
害
が
赤
ち
ゃ
ん
に

発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
厚
生
労
働

省
は
、
風
し
ん
の
全
国
的
拡
大
で
接
種

率
の
低
い
20
歳
〜
40
歳
代
を
中
心
に
予

防
接
種
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
県
内
で

も
5
月
22
日
現
在
で
31
人
が
感
染
し
、

昨
年
1
年
間
の
4
倍
に
近
い
罹
患
数
を

重
視
し
た
県
は
補
助
制
度
を
創
設
し
県

３
分
の
１
、
市
３
分
の
１
助
成
で
、
本

人
３
分
の
１
負
担
で
の
方
向
性
を
示
し

市
町
村
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
と
聞

く
。
当
市
の
基
本
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁  

妊
婦
へ
の
感
染
防
止
は
重
要
で

あ
り
、
県
の
補
助
制
度
も
活
用
し
、
予

防
接
種
関
係
経
費
５
１
１
万
円
を
計

上
。
接
種
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
等
で
対
象
者
に
広
く
呼
び
か
け
る
。

　

助
成
対
象
者
は
、
妊
娠
を
予
定
又
は

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
妊
婦
の
夫
及

び
同
居
す
る
家
族
と
し
、
年
齢
制
限
は

な
く
、
助
成
額
は
麻
し
ん
、
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
６
０
０
０
円
と

し
、
過
去
2
回
の
接
種
者
は
、
助
成
は

な
い
。
助
成
期

間
は
25
年
4
月

1
日
か
ら
の
遡

及
も
含
め
26
年

3
月
31
日
ま
で

と
す
る
。

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

質
問  
市
の
奨
学
金
制
度
は
、
大

学
、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
、
専
門

学
校
が
月
額
４
万
円
、
高
等
学
校
が

１
万
５
０
０
０
円
が
貸
与
さ
れ
て
教
育

支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
奨
学
金
の

募
集
時
期
の
見
直
し
、
入
学
一
時
金
の

貸
付
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て
、
保
護

者
の
労
働
環
境
も
考
慮
す
る
な
ど
使
い

や
す
い
奨
学
金
制
度
へ
の
見
直
し
が
必

要
と
感
じ
る
が
見
解
は
。

答
弁  

経
済
情
勢
も
含
め
て
、
実
情
に

あ
っ
た
見
直
し
を
考
え
て
お
り
、「
募

集
時
期
」
に
つ
い
て
は
、
例
年
3
月
15

日
発
行
の
広
報
で
周
知
後
に
募
集
開
始

で
あ
っ
た
が
、「
募
集
時
期
」を
早
め
た

い
。「
入
学
準
備
金
（
入
学
一
時
金
）」

制
度
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
創
設
を
考

え
て
お
り
、「
平
成
26
年
度
か
ら
の
入

学
生
」か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て

「
自
立
的
な
稼
ぎ
を
生
み
出
し
て

い
く
」た
め
の
観
光
の
振
興
の
考

え
方
は

質
問  

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
伺
う
前

に
、
市
長
は
阿
賀
野
市
の
社
会
を
取
り

巻
く
背
景
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
弁  

急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
流

出
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
縮
小
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。

質
問  

問
題
が
山
積
し
て
い
る
当
市
に

あ
っ
て
今
後
の
自
治
体
経
営
と
し
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
支
出
（
経
費
）
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
収
入
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
、
特
に
「
自
立
的
な
稼
ぎ
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
」
が
強
く
求
め

ら
れ
て
く
る
。
な
お
、
支
出
抑
制
に
際

し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
生

活
の
安
全
・
安
心
を
維
持
し
な
が
ら

も
、
い
か
に
う
ま
く
支
出
構
造
を
改
善

し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
活
性
化
の
切
り

札
の
一
つ
と
し
て
「
観
光
」
が
あ
る
。

　

観
光
は
、
来
訪
者
が
地
域
へ
来
て
落

と
す
カ
ネ
と
し
て
の
直
接
的
経
済
効
果

に
加
え
て
、
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
税
収

効
果
、
雇
用
誘
発
効
果
、
雇
用
者
所
得

誘
発
効
果
な
ど
が
発
生
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
多
く
の
来
訪
者
が
地
域

を
訪
れ
評
価
し
て
く
れ
る
こ
と
で
地
元

住
民
の
心
の
中
で
誇
り
が
生
ま
れ
、
結

果
と
し
て
地
域
や
住
民
も
輝
い
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
「
自
立
的
な

稼
ぎ
を
生
み
出
し
て
い
く
」
た
め
の
観

光
の
振
興
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
を
市
に
呼

び
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
後
は
、
新
潟
地
域

へ
の
旅
行
者
が
減
る
と
の
予
想
で
あ
り

厳
し
い
状
況
だ
が
、
阿
賀
野
市
が
有
す

る
資
源
で
あ
る
五
頭
連
峰
な
ど
の
自

然
、
瓢
湖
、
五
頭
温
泉
郷
、
水
原
代
官

所
等
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
を
動
線
で

結
び
、
ま
た
近
隣
都
市
と
連
携
を
進

め
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
関
西
方
面

か
ら
の
旅
行
者
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

無会派 雪　　正文

太
陽
光
発
電
公
共
施
設
屋
根

貸
し
事
業
に
つ
い
て

質
問  

水
原
小
学
校
の
校
舎
、
体
育
館

の
す
ば
ら
し
い
「
い
ら
か
の
波
」。
江

戸
時
代
よ
り
約
二
百
年
の
歴
史
の
あ
る

日
本
最
北
端
の
瓦
生
産
地
で
あ
る
阿
賀

野
市
に
お
い
て
、
大
事
な
基
幹
産
業
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
景
観

が
見
え
な
く
な
る
。
ま
た
台
風
な
ど
の

強
風
に
よ
る
飛
来
落
下
、
雪
に
よ
る
落

雪
事
故
を
大
変
危
惧
し
て
い
る
。

　

多
く
の
児
童
、
生
徒
が
学
ぶ
、
ま
た

弱
者
が
利
用
す
る
施
設
に
お
い
て
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
は
い
か
が
な
も
の

か
伺
う
。

答
弁  

こ
の
事
業
は
、
公
共
施
設
の
屋

根
等
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
普
及

を
図
る
た
め
、
公
共
施
設
の
屋
根
を
提

供
し
、
民
間
事
業
者
は
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
、
運
用
を
行
う
と
と
も
に
固
定

価
格
買
取
制
度
に
基
づ
き
売
電
し
、
屋

根
を
提
供
す
る
市
に
賃
料
を
支
払
う
事

業
で
あ
り
、
十
分
検
討
し
実
施
し
て
い

く
。阿

賀
野
市
の
観
光
施
策
に
つ

い
て

質
問  

阿
賀
野
市
観
光
協
会
と
し
て
、

１
月
に
は
東
京
日
本
橋
ブ
リ
ッ
ジ
新

潟
、
２
月
、
５
月
に
は
表
参
道
・
新
潟

館
ネ
ス
パ
ス
で
の
阿
賀
野
市
大
観
光
物

産
フ
ェ
ア
、
中
野
区
花
と
緑
の
祭
典
に

参
加
し
た
が
今
後
の
観
光
戦
略
に
ど
の

様
に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

　

阿
賀
野
市
に
は
五
頭
温
泉
郷
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の
瓢
湖
な
ど
、

多
く
の
観
光
名
所
が
あ
る
。
ま
た
地
元

商
店
街
の
活
性
化
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
駐
車
場
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁  

阿
賀
野
市
の
魅
力
を
積
極
的
に

宣
伝
・
発
信
し
、
特
産
品
や
体
験
・
健

康
づ
く
り
に
目
を
向
け
、
時
代
と
と
も

に
変
化
す
る
観
光
客
・
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
観
光
の
振

興
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

公
共
事
業
の
進
捗
見
通
し
に

つ
い
て

質
問  
安
全
、
安
心
で
快
適
な
街
を
つ

く
る
た
め
に
、
当
市
は
国
や
県
に
多
く

の
公
共
事
業
の
要
望
を
実
施
し
て
い
る

が
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
各
種
事
業

の
竣
工
予
定
年
度
、
進
捗
見
通
し
を
伺

う
。

答
弁  

国
道
49
号
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
１
２
０
億
円
の
事

業
費
が
投
入
さ
れ
、
進
捗
率
は
34
％
で

竣
工
見
通
し
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
主

要
地
方
道
・
新
潟
安
田
線
、
分
田
バ
イ

パ
ス
は
、
平
成
27
年
頃
開
通
見
込
み
。

京
ヶ
瀬
地
区
の
歩
道
整
備
は
同
じ
く
27

年
頃
完
成
見
込
み
。
安
田
地
区
小
松
地

内
の
阿
賀
野
川
の
築
堤
工
事
は
、
来
年

度
完
成
に
向
け
取
組
ん
で
い
る
。
安
野

川
、
小
里
川
、
大
荒
川
の
３
河
川
は
32

年
度
、
駒
林
川
改
修
工
事
は
30
年
度
、

笹
神
地
区
の
勝
屋
地
内
の
割
石
川
改
修

工
事
は
30
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
い

る
。

質
問  

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
予
算
の
確
保
は
大
丈

夫
か
。

答
弁  

早
期
に
完
成
出
来
る
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
機
会
に
国
や
県
に
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

国
保
会
計
の
赤
字
解
消
に
つ

い
て

質
問  

24
年
度
会
計
で
2
億
5
０
０
０
万

円
を
、
一
般
会
計
よ
り
赤
字
補
て
ん
繰
入

を
実
施
し
た
が
、
ま
だ
、
25
年
度
に
2
億

円
を
超
え
る
赤
字
が
繰
越
さ
れ
る
の
は
確

実
で
あ
り
、
解
消
策
を
伺
う
。

答
弁  

2
億
3
０
０
０
万
円
の
赤
字
が

繰
越
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、特
定
健
診
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
、
疾
病
の

重
症
化
予
防
に
よ
り
医
療
費
の
5
％
削

減
に
努
め
る
。
収
入
改
善
の
取
組
と
し

て
は
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め

る
。

新政クラブ 佐竹　政志 無会派 市川　英敏

無会派 遠藤　智子


